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村のようす
(9月1日現在）

世帯数 1,425戸
人口 7,698人
男 、 3,7.36人
女 .3,962人
面積 46.65 
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墨
雰
林
産
資

源
を
活
用
し
椎

茸
づ
く
り
を
始

め
て
い
る
。
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こ
れ
は
昭
和

四
十
年
に
結
成

さ
れ
た
須
釜
椎

茸
生
産
出
荷
組

合
が
主
体
と
な

っ
て
行
な
っ
て

い
る
も
の
で
、

現
在
三
十
五
万

本
の
楕
木
を
保

有
し
て
お
り
、

五
ケ
年
計
画
で

四
十
五
年
迄
に

は
常
時
四
十
万

本
の
楕
木
を
確

保
し
、
一
ケ
年

間
三
千
万
円
の

収
人
を
得
ょ
う
と
い
う
も
の
。

昭
和
四
十
一
年
度
村
よ
り
助
成
を
受
け
て
建
設
し
に
四
十
基
の

氷
槽
を
使
用
し
‘
[フ
レ
ー
ム
に
よ
る
不
時
栽
培
も
行
な
っ
て
お
り

本
年
は
秋
発
生
の
も
の
だ
け
で
す
で
に
一

0
0
g
ネ

ッ
ト
袋
人
二

五
袋
詰
め
ダ
ン
ボ
ー
ル
週
に
三

0
0箱
を
須
釜
股
協
を
通
し
C
出

荷
し
て
お
り
、
十
二
月
か
ら
の
不
時
栽
培
を
控
え
て
原
木
の
抑
制

に
入
っ
て
い
る
。
本
年
度
の
出
荷
目
槻
は
三
、

0
0
0箱
で
現
在

境
田
孝
意
組
合
長
を
中
心
に
―
二

0
名

ヅ
組
合
員
が
生
帷
に
大
い

に
意
気
込
ん
で
い
る
。
椎
茸
は
関
東
地
万
は
原
木
が
不
足
で
生
産

は
延
び
な
や
ん
で
お
り
、
今
后
益
々
需
要
の
伸
び
る
産
物
で
今
后

が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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動
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一
七
日
ー
ー
一
月
一
日
結
核
検
診
村
内
一
円

失
業
対
策
事
業
の
実
施

災
害
復
旧
工
事
、
農
道
工
事
、
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路
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設
計
、
入
札
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事
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三
日
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三
日
農
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構
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改
善
事
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審
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一
四
日
農
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合
せ
会
（
畜
産
）

一
六
日
ー
一
九
日
秋
期
豚
コ
レ
ラ
予
防
注
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，

農
業
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打
合
せ
会
（
農
産
物
品
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会）
仔
牛
生
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検
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六
日
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区
）
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三
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、
六
経
費
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八

0
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村
長

四

般

若
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仮

校

舎

と

階

木

翌

空

ハ

教

室

一

五

昭

二

八

竜

崎

分

校

増

築
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心

匹
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経

費
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六

五

七

小

山

田

重

四

郎

氏

、

校

長

す

る
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坪
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合

五

勺
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造

平
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セ
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ン

ト

瓦
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、

八

七

已

葺

三

0
坪
゜

i

巴

二

銭

八

厘

校

長

羹

・
村
松
久
衛
氏
、
昭
和
十
二
吉
を
学
区
と
す
る
。
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寿
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先
生
の
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五
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校

長
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明

治

六

年

創

消

八

氏

、

＂此

の

校

舎

は

昭

ク

七

吉

村

を

分

離

中

~

り
石
川
郡
玉
川
村
立
小

併
設

立
当
時
か
ら
の
年
表
と
歴
代
の
校
長
名
‘
ッ
ノ
尋
常
小
学
校
ヲ
設
ヶ
和
九
年
に
改
築
さ
れ
現
在
平
家
瓦
鉦
一
三
一
坪
二
合
野
目
村
に
入
る
。

Q
 9日
本
歴
史
と
の
対
問
表
が
掲
げ
て
あ
り
ま
以
テ
四
十
一
年
七
月
二
至
の
東
の
木
造
二
階
建
瓦
蘇
五
勺
（
四
三
三
、
八
八
2
m
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0

学
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を

小

高
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昭

九

本

校

改
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木

造

高

小

学

校

と

改
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¥

す

°

学

校

備

付

の

資

料

に

ょ
り
ま
す
と
レ
リ
、
然
ル
ニ
同
校
ハ
此
二
六
一
坪
（
八
六
二
、
八
経
費
五
、
六

0
0円
村

長

中

、

蒜

生

、

川

辺

、

岩

二

陪

建

瓦

葺

二

五

0
坪

ク

三

四

優

良

Pキ
T
A
と

喜

欣

治

氏

、

校

長

迎

治

法

寺

、

竜

崎

と

す

る

。
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二

六

、

四

四

己

し

て

県

表

彰
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0
己
と
な
っ
た
°
経
費

助
氏
。
昭
和
二
十
八
年
竜
尋
常
科
四
年
、
高
等
科
ニ
ニ
竜
崎
分
校
改
築
昭
三
六
県
指
定
統
計
教

方

明

治

六

年

二

分

教

室

ヲ

置

キ

本

校

ヲ

‘
月
復
ビ
本
校
二
合
併
シ
竜

六
月
十
六
日
小
一
獨
簡
易
小
学
校
卜
改
称
崎
ニ
ハ
分
教
場
ヲ
置
ク
コ
七
、
三
八
八
円
七

0
銭
村

3
ぷ

木
造
乎
家
瓦
芦
写
一
三
一
育
研
究
公
開
。
県
合
唱

長
矢
部
欣
治
氏
、
校
長
迎
崎
分
教
場
増
築
木
造
平
家
四
年
と
す
る
。

、
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五
坪
（
四
三
三
、
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に
郡
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三

0
坪
（
九
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、
一
ク
ニ
―
小
高
簡
易
小
学

b

ス
、
当
時
磐
至
リ
シ
ガ
仝
四
月
川
辺
ハ
到
レ
リ
。
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出
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と
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学

校

ヲ

設

ケ
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時

二

当

一

年

四

月

本

校

内

二

泉

高

増

築

木

造

平

家

木

羽

套

六

Q
O円
、
村
長
大
木
一
夫
に
分
教
場
を
置
く
。

タ
リ
ジ
鈴
木
慎
之
助
並
学
校
ハ
小
高
尋
常
小
学
校
卜
等
小
学
ヲ
附
設
ッ
四
十
三
八
坪
七
合
五
勺
（
ニ
ニ
七
、
氏
、

校
長
永
沼
源
一
氏
が
，

ク
ニ
三
小
高
尋
常
小
学

鉄
道
愛
護

eg昌

か
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締
石
川
頼
賢
二
氏
ノ
改
称
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溺
来
二
十
五
年
十
年
六
月
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継
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ジ
来
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ジ
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費
一
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一
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1:0
現
在
の
校
舎
の
砿概
要
で
あ
校
と
改
称
、
川
辺
小
独

器
恕
督
励
二

ョ`
リ
小
晶
村
月
二
至
ル
マ
デ
ハ
小
高
、
ガ
七
月
一
日
之
ヲ
廃
ジ
同
七
円
二
八
銭
村
長
野
崎
倉
る
。
現
在
校
生
四
二
八
名
立
、
石
川
郡
泉
村
と
な

ま
伍
長
首
藤
敬
助
、
中
村
伍
蒜
生
、
中
、
岩
法
寺
、
竜
時
二
本
校
二
高
等
科
ヲ
併
七
氏
。
大
正
五
年
竜
崎
分
は
喜
ょ
り
な
教
育
目
標
る
。
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郎
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村
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ノ
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高
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場
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ノ
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ヲ
成
蜀
五
八
坪
（
一
九
一
、
七

会
が
去
る
九
月
五
日
発
足

弓
巴
経
費
一
、
三
五

0

小

高

小

学

校

教
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離

。
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寺
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レ
リ
。
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効
ヲ
奏
ジ
両
大
字
分
離
独
立
ジ
テ
一
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舎
般
若
寺
は
草
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平
円
村
長
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田
重
四
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氏
育
目
標

造
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れ
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坪
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三
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い
臨
康
で
明
か
る
い
子
ど

皿

も

に

。

]
番
地
ナ
ル
廃
寺
般
若
寺
ヲ
一
こ
心
度
図
ら
ず
も
助
役
に
推
さ
れ
り
ま
す
。
臥
亦
農
政
に
つ
い
て
は
素
人
皿

広
以
テ
仮
校
舎
二
充
テ
以
上
[
過
旦
就
任
い
た
し
ま
し
た
o

事

務

に

な

が

ら

大

き

な

関

心

を

待

つ

て

ぉ

っ

た

如

ク

三

二

泉

高

等

小

i
舌
奴
の
校
外
生
活
を
ょ

vす
る

附

設

。

た

め

交

通

道

徳

を

守

リ

鉄

＂
伺
希
望
を
も
っ
て
学
習
に

皿
は
げ
む
子
ど
も
に
。

四
ヶ
村
ノ
共
立
ト
シ
小
尚
〗
つ
い
て
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
他
の
．
だ
け
に
、
大
い
に
や
り
が
い
を
惑
じ
て
〗

小
学
校
ノ
開
設
ヲ
見
ル
ヲ
叩
こ
と
に
つ
い
て
も
全
く
の
素
人
で
す
い
る
の
で
あ
り
ま
す
°
私
の
取
得
は

lEIll

ク
三
五
宿
直
室
増
築
、
道
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

一
か
粕
一
杯
勤
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
直
た
と
自
認
し
て
お
り
ま
す
。

。一
侭
友
だ
ち
と
仲
よ
く
協
力
本
造
平
家
木
羽
蓋
八
坪
め
踏
切
り
の
安
全
な
通
行

得
タ
リ
。

（
二
六
、
四
四
，
加
）
や
鉄
道
の
施
設
を
愛
護
す

‘

呻
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
誠
実
一
一

．`
で
ぎ
る
子
ど
も
に
。

創
立
以
来
僅
ヵ
一
ヶ
年

ク
四
一
竜
崎
、
岩
法
寺
る
、
り
っ
ば
な
小
学
生
に

途
に
進
み
た
い
と
血
⇔
進
ん
で
仕
事
を
し
、
勤

を
本
校
に
合
併
、
竜
崎
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

こ

あ

い

さ

つ

思

い

ま

す

。
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テ
吉
村
ハ
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曲
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教
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。
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戸
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道
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局
の

場
吏
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が
村
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一
伽
学
校
や
社
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の
含
ま
り

木
二
合
ジ
同
時
二
西
白
河
-

を
正
し
く
守
る
子
ど
も

玉
川
村
助
役
公
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と
し
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の
サ
〗

郡
中
野
目
村
ヲ
（
一
部
）
皿
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課
長
が
見
え
ら

怠

テ

仝

二

十

年

二

至

リ

叩

矢

吹

幸

夫

ー

ビ

ス

精

神

の

高

[

O

こ

．
揚
、
こ
れ
を
基
調

[

t

常
高
等
小
学
校
と
な
る
れ
会
長
、
副
会
艮
、
書
記

血
り
物
や
道
具
を
た
い
せ
つ

シ
ガ
仝
年
四
月
一
日
中
野
叫

目
村
ヲ
分
離
ス
ル
ト
同
時
一
助
役
戦
は
村
長
り
補
佐
役
で
あ
り
と
し
て
こ
そ
円
滑
迅
速
な
事
務
執
行
と
品

ク
四
五
校
舎
増
築
、
木
を
選
任
。
玉
川
村
長
、
教

ニ
更
二
小
高
、
中
、
蒜
生
一
ま
す
。
大
越
村
長
は
既
に
御
存
じ
の
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
源
屯
和
一
に
使
う
子
ど
も
に
°
造
平
家
木
羽
蒼
六
八
坪
育
長
、
小
高
小
学
校
長
、

i

七
合
五
勺
（
ニ
ニ
七
、
同

P
T
A
会
長
、
玉
川
村

＂
ょ
う
に
純
股
村
の
首
長
と
い
ぅ
強
い
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
人
的
喋
境
の
維
持
一
側
捩
拶
、
言
葉
ず
か
い
が

二
七
3

m

)

警
官
駐
在
所
、
玉
川
村
運

1
1
正
し
く
で
き
る
子
ど
も

{

111

自
覚
と
信
念
の
上
に
立
っ
て
農
業
振
整
備
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
辺
、
岩
法
寺
、
竜
崎
ノ
〗

皿
興
策
を
重
点
的
に
推
迎
し
た
い
と
、
簡
単
な
が
ら
＇一
箪
も
っ
て
御
挨
拶
申
一
に
。

六
ヶ
村
ヲ
合
セ
テ
学
区
域

tit

ト

ナ

シ

翌

二

十

一

年

四

月

皿

大

五

竜

崎

分

教

場

増

転

者

会

長

、

泉

郷

駅

長

を

Ill
す
で
に
力
強
く
歩
を
踏
み
出
し
て
お
上
げ
、
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。
皿

ニ
ハ
竜
崎
、
川
辺
ノ
両
村
[
-
言
―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
==＝＝ 
111111111111111
1111
111111111111111111111111
111111111 ＝-＝
 
11111111 ＝＝
 
111111
11 ＝
 
1111111111
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i1i111111

i11;1111111i1
1111i11111

,~ 

築
木
造
平
家
木
羽
葺
五
相
談
役
に
選
ん
で
次
の
よ
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小
高
小
学
校
の

う
な
「
ち
か
い
の
こ
と
ば
」

を
続
み
あ
げ
各
班
長
に
バ

ッ
ヂ
を
渡
し
て
発
会
式
を

終
了
し
ま
し
た
。

ち
か
い
の
こ
と
は
｀

日
せ
ん
ろ
や
て
っ
き
ょ
う

は
、
き
け
ん
で
す
か
ら

あ
る
き
ま
せ
ん
。

口
ふ
み
き
り
は
、
か
な
ら

ず
と
ま
っ
て
、
で
ん
し

や
や
、
き
し
や
が
こ
な

い
か
を
、
よ
く
た
し
か

め
て
か
ら
と
お
り
ま
す

呂
せ
ん
ろ
や
、
そ
の
ち
か

く
で
は
あ
そ
び
ま
せ
ん

四
せ
ん
ろ
の
う
え
に
、
い

し
や
も
の
を
お
い
た
り

い
た
ず
ら
を
し
ま
せ
ん

国
で
ん
し
や
や
、
き
し
や

に
む
か
っ
て
、
い
し
や

も
の
を
な
げ
た
り
し
ま

せ
ん
。
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、わ 第~2B号

，
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

，の
他
の
勤
務
条
件
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
。

'

（
以
上
四
件
は
旅
費
支
給

条
例
り
改
正
案
で
あ
る
）

i

談
案
第
二
十
五
号

＇，
昭
和

監
査
委
員
に
小
針
安
司
月
四
日
閉
会
し
た
。
提
出
四
十
一
年
度
一
般
会
計

茂
、
教
育
委
員
に
鈴
木
広
ざ
れ
た
主
な
議
案
は
次
JJ]

決
算
報
告
に
つ
い
て
。

｝一
氏
を
選
任
。
．

と
お
り
で
あ
る
0

t

議
案
第
二
十
六
号
昭
和

R

第

二

回

臨

時

会

議

案

第

二

十

一

号

吋

長

四

十

一

年
度
国
保
会
計

の
給
与
及
び
旅
貨
に
関~
．
迅
ぢ
算
報
告
に
つ
い
て
。

玉
川
村
議
会
第
二
回
、

臨
時
会
は
去
ル
九
月
七

H
i

す
る
条
例
の
一
部
改
正
識
案
第
二
十
，七

号

沼

和

一↓

四
十
一
1

年
度

一
般
会
計

全
誂
員
出
席
の
閤
ど
開
ら
，．f

t

が
れ
、
空
席
だ
っ
た
い

助
＇
眺
案
第
二
十
二
号
議
会
補
正
予
算
（
第
二
号
）
案

役
選
任
の
議
案
が
提
出
さ
議
員
の
費
用
弁
償
に
関
議
案
第
二
十
八
号
四
g
和

れ
、
矢
吹
幸
夫
氏
が
選
任
す
る
条
例
り
一
部
改
正

'E

四
十
二
年
度
国
保
特
別

さ

れ

た

。

に

つ

い

て

°

会

計

補

正

予

算

（第

一，

R

第

三

回

定

例

会

談

案

第

二

十

三

号

教

育

包

案

慶
九
月
三
十
日
、
第
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

談
案
第
三
十
号
教
育
委

』
住

み

よ

い

郷

土

を

つ

く

る

員
の
任
命
に
つ
い
て
、

三
回
定
例
会
が
招
集
さ
れ
．

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

郵
便
貯
金
奨
励
運
動
実
施

鈴
木
広
一
氏
を
選
任
。

会
期
七
日
間
と
決
定
、
旅
関
す
る
条
例
の
一
部
改

又
、
収
人
役
に
四
度
び

費
支
給
条
例
の
改
正
案
な
正
a

↑
つ
い
て
。

ど
十
一
議
案
を
審
談
、
十
議
案
第
二
十
四
号
職
員
選
任
さ
れ
た
大
竹
保
重
郵
政
省
て
は
大
蔵
省
、
自
治
省
等
そ
の
他
各
機
関

後
援
の
も
と
に
、
十
月
一

_＿＿＿＿_＿＿＿_＿_＿_＿_-＿＿ 
__ ＿＿
 
__ 
＿_＿ 
__ ＿：――――――[-
__ 
＿_＿＿ 
___ ＿＿_-＝-
___ ＿＿＿＿＿_＿ 
__ 
＿
 
__ 
＿
 
__ 
＿＿＿＿_＿＿_＿_＿_
,
 

_＿＿＿＿＿＿_＿＿_＿_＿＿_＿_＿_＿_＿_＿＿＿_＿_＿_＿_＿_＿_＿_-_＿ 
__ 
＿_＿ 
______ ＿
 

表ぞ^

日
か
ら
「
住
み
よ

ぃ
郷
土

駒
木
根
ト
モ
子
さ
ん
〉、』

一〖9行
の
お
ど
リ
ー

を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励

運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
°
郵
便
貯
金
は
大
蔵
省

の
資
金
運
用
部
を
と
お
し

で
町
や
村
に
貸
し
出
さ
れ

公
共
施
設
の
充
実
（
学
校

住
宅
、
道
路
等
）
，地
域
住

民
の
福
祉
の
増
進
に
直
接

間
接
に
市
町
村
財
政
に
大

き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
本
運

動
の
魅
旨
を
御
理
解
下
さ

い
ま
し
て
、
史
上
最
高
の

豊
作
が
伝
え
ら
れ
る
米
作

で
あ
り
、
産
米
代
金
、
野

莱
代
金
等
一
年
間
の
結
晶

敬 老会所見 42.、 'g疇~ 15

泉中屋体

-
•
、

ざ
＇

9

熱
心
に
お
ど
り
を
見
る
御
老
人

Iil翡`川訓ぶ梱軋‘腺紺軋`＄爺軋‘ぃ‘̀鳥̀‘̀、11,‘̀.、7.‘hμ
ャ1こり[〗議会fょ'＄川肌料‘N軋`料illぃ●‘NN川川N'z,ぃ小川川小N‘ぃ軋`NIii助役に矢吹幸夫氏選任な収入役に大竹保重氏再任

.. 

三
、 -·~ コ＝~l~ ＝ 

＝ 一 ． , ¥ 1ヽ 9
至 云＿ = 、． 三、

呵 I弓 11疇0cP 1 匹(~' ~ 一そC0つ i ら九C二） ・ ら0四 28宍
九 を

co っ coこ） - l 己 →' 
ら四〇いB、 oc芸っ? o くつ 時

泉 泉

体息

公役 泉 泉

i 
と

悶体 体嵐 民 こ

館場 中 中 ろ‘

コ村 表 農 発農

会siの:: 牛 恥叩iiロ辛づ e 畜 行ン, ' 政 産
ク民 表業
I 士彩ノ 大 共 事
ル=云 諧 大振 ， 進
大会 能 式 ュ塁 会興 会 名：

,I ., 
屑

〇-点噂_場予出ー和牛忍‘、’ ぁ
星 ら

醤者 等

悶名ロロ.-： 

i 夏
ま

に〗 の
伍一゜呵展 し

つし
"' I,¥日

先
月
号
の
広
報
で
お
知

せ
い
た
し
ま
し
た
、
農
業

祭
に
つ
い
て
は
先
に
お
知

せ
し
ま
し
た
四
つ
の
行
事

玉
川
村
農
業
祭

実
施
計
画
の
お
知
ら
せ

を
健
全
な
家
計
と
住
み
ょ

い
郷
士
づ
く
り
に
役
立
て

ゞ
下
さ
い
。

安
全
で
有
利
な
郵
便
局

の
「
定
額
貯
金
」
或
は
家

屋
純
築
、
．旅
行
、
結
婚
等

各
種
プ
ラ
ソ
に
蹟
立
貯
金

を
お
進
め
し
ま
す
。

玉

JI

村

川

辺

郵

便

局

須

釜

郵

便

局

局
よ
り
御
知
ら
せ

例
年
の
こ
と
で
す
が
、

年
賀
は
が
ぎ
は
、
来
月
十

一
日
か
ら
売
り
出
さ
れ
ま

す
。
お
近
く
の
郵
便
局
又

は
各
切
手
売
捌
所
に
て
お

求
め
下
さ
い
。

ヽ
｀
-

の
外
に
村
民
芸
能
コ
ッ
ク

ー
ル
大
会
、
生
花
、
そ
の

他
の
展
覧
会
、
学
生
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
等
を
農
業
祭

泉
郷
駅
に
電
話

が
入
り
ま
し
た

泉
郷
駅
に
は
電
話
が
な

く
不
便
を
感
じ
て
お
り
ま

こ
：
村
当
局
よ
り
電
話

し
？
，ヵ

紅
紅
咤

が
寄
贈
に
な
り
過
日
開
通

じ
ま
し
た
。
駅
の
電
話
を

ど
し
ど
し
御
利
用
下
さ
い

{`
電
話
番
号

、瓦
5

川
辺
局

ぐ一
三
七
番

こ5
心

の
、一
環
と
し
て
行
う
こ
と

に
な
り
、
村
民
挙
っ
て
豊

作
を
祝
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の

お
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

，
そ
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

;.; 
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斗
4~ ま

ヽ
『切

e わ＿

ど

ん

な

人

で

も

生

活

を

児
童
母
子
に
関
し
て

し
て
行
く
に
は
色
々
と
な
老
人
に
関
し
て

や
み
や
迷
が
伴
う
事
は
人
隠
居
等
に
関
し
て
―
―
―

生

の

常

で

す

が

、

そ

ん

な

健

康

医

療

に

関

し

て

七

埋

呈

―-＝＝＝=＝＝＝＝＝=＝

時

に

誰

か

と

相

談

し

た

い

結

婚

に

関

し

て

ー

一

と

思

う

こ

と

も

有

る

と

思

そ

の

他

一

二

九

叩

会

大し
了

い

ま

す

。

そ

ん

な

と

き

に

合

計

七

一

'‘
、！一
冬

最

も

気

軽

に

相

談

相

手

に

地

域

の

福

祉

事

業

と

し

-

.

な
ら
う
と
し
て
本
村
で
も
て
意
義
有

る

こ

と

と

存

じ

一

ポ

立

"

-
1

平

五

年

以

来

「

心

配

ご

て

居

り
ま
す
が
、
国
に
於
―
―
ア
）.9
 
ち

と
相
談
所
」
を
設
置
し
て
い
て
も
そ
れ
等
の
必
要
性
，
一
レ
＂ゞ

‘
ー

f

人
ぷ
ノ

参
り
ま
し
た
。
を
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
施
〗

9ー
一
時
国
及
県
補
助
の
打
設
の
全
国
各
市
町
村
設
置
，
一

婦

の

寸木

切
も
あ
り
ま
し
た
が
村
独
を
目
指
し
推
進
さ
れ
補
助
皿

大

自
で
継
続
し
て
参
り
す
、
四

打

切

り

に

な

っ

た

分

に

対

呻

川

盛

血玉
，．

皿
回
'

十
一
年
度
の
取
扱
実
績
は
し
て
も
、
補
助
の
復

活

が

皿
-
3
 

次
表
の
通
り
で
あ
り
、
相
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
よ

談
し
℃
良
く
行
っ
た
と
喜
う
な
事
情
に
あ
り
ま
す
。
〗
第

ん
で
居
る
者
も
相
当
あ
る
相
談
の
プ
ラ
イ
パ

シ
ー

と
こ
ろ
で
あ
力
ま
す
。
に
対
し
て
は
、
絶
対
秘
密
翌
―
―
-
m
-
＝
-
m
l
=
1
―
-
m巳

生

活

苦

に

よ

る

一

一

を

守

り

、

何

事

に

よ

ら

ず

家

族

不

和

に

よ

る

八

親

身

の

立

場

か

ら

相

談

に

一

乗

ら

し

て
頂
き
度
い
と
思

職
業
に
関
じ
て

l
 

I-＿＿
-i-_-i-＿
-m-1-= ,n.-1-111111,...,_,111111 "
 

九
州
の
旅

一
,
J'
‘
 

｀

溝

井

99一
郎

．9t-

＿
 

11

頂
上
に
一
点
見
え
し
猿
景
も
風
の
如
ぐ
に
押

＿
 

一
し
て
下
り
ぬ

．`

111

；
白
き
腹
ひ
と
つ
ふ
た
っ
が
見
え
そ
め
て
た
ち
＇

ー

ま
ち
天
さ
集
団
と
な
る

．
．
 

l
 

1
1
や
、
い
づ
る
，旅
の
疲
れ
か
雨
の
手
を
大
き
く
l

＿
 

血
上
芯
9

．し三
角
の
心
罰

一

新

の

汽

動

身

に

ご

た

へ

る

は

疲

れ

た

る

し

る

一

呼
凡

喜

ふ

島

原

ゆ
海
，．．
 
詞

’'，．い出，`

．り
．
．
 

9

．ぃい，
．，＇ぃ

．．いい
いー

9↓

l
 

海
よ
り
の
颯

ば

ャ
応

が
冷
へ
も
ち
，て
気
づ

II

が

g
J程
の
雨
を
辞
ら
ぜ
り
，[》

3

＇

＿
 

"
q
2
[—
-
l
[
P
P
—
-
l
-
3
3
P
-
:
l
-

＿
＿
＿_
-
l
-
-
i

・

__ -ii-i 

‘̀~’ 

ど
ん
な
こ
と
で
も

相
談
に
応
じ
ま
す

い
ま
す
か
ら
、
気
軽
に
御
，．
来
談
が
あ
れ
ば
応
ず
る
こ

出
下
さ
る
様
御
待
ち
致
し
ー、
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

各
民
生
委
員
も
相
談
員
に

て
居
り
ま
す
．o

，
•
R 
••• 

相
談
は
、
社
協
事
務
所
な
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
御

（
旧
役
場
）
で
は
毎
日
行

都`
合
の
良
い
ど

こ
ろ
に
御
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チ
ー
ム
で
は
北
須
釜
が
優
は
南
須
釜
チ
ー
ム
が
優
勝

勝
、
渋
谷
直
蔵
建
設
政
務
大
野
雅
人
県
議
寄
贈
の
ト

ー
を
獲
得
し
た
。
戦

次
官
寄
贈
の
優
勝
旗
を
獲
ロ
ヒ
f

三
十
才
未
満
チ
ー
ム
歴
は
前
記
の
通
り
で
す
。

得、
2

赤
ち
ゃ
ん
が
頭
を
打
っ
た
ら

赤
ち
ゃ
ん
が
ベ
ッ
ト
や

頭`
を
打
っ
た
と
き
、
び

し
て
泣
い
て
も
、

階
段
な
ど
か
ら
落
ち
て
頭
っ
く
り

を
打
っ
た
ら
迄

．．
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ま
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配

傷
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姦
叉
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＇

・

き
た
と
ぎ
は
冷
た
い
タ
オ
あ
り
ま
せ
ん
。
吐
い
た
り

ル
で
冷
や
し
ま
す
。
コ
ブ
ぽ
ん
や
り
し
た
り
、
し
ば

）

ら

く
し
て
熱
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た
り
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り
・小

高
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釜
竜
辺

11-
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つ

け
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 は｛
口
脳
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北
崎
川

か
も
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れ
ま
せ
ん
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＿
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去
お
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す
一

（
九
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
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は
す
ぐ
医
者
へ
。

脳
の
中
で
出
血
し
て
い

る
疑
い
の
あ
る
と
き
は
救

急
車
を
呼
ぶ
こ
と
で
す
。

頭
を
強
く
打
っ
た
と
き
、

そ
の
時
は
な
ん
で
も
な
く

て
も
何
日
か
た
っ
た
あ
と

で
脳
の
中
に
障
害
が
起
こ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
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検
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合
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